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飼料蛋白質のラット肝酵素活性におよぼす影響

金沢大学医学部小児科学教室（主任　佐川一郎教授）

　　　　正　　木　　明　　夫

　　　　　　（昭和40年9月3日受付）．

　食餌蛋白質の量ならびに質を栄養学的に判定する一

つの指標としてLi伽ack　4）5）6）らがラット肝Xanthine

oxidase活性をとり上げ，以後Dju　5），芦田ら24）も

肝Xanthine　oxidase活性が食餌蛋白質の生物価を

鋭敏に反映することを報告している．以来蛋白質栄養

を肝酵素活性より評価せんとする試みは多いが芦田

ら23｝1）は蛋白異化過程に関連の深い肝Arginase，

Glutamic　pyruvic　transaminase，　Glutamic　oxalace・

tic　transaminase活性は食餌蛋白レベルの上昇につ

れて増加し，また質の良い蛋白質ほど一定の排泄尿素

量に対する肝Arginase活性は高いことを報告して

いる．一方牛乳蛋白に比し入乳に多い倉卒蛋白の栄養

価が高いこと36），さらに乳清蛋白の主要成分であるラ

クトアルブミンがカゼインに比しラットの成長に対す

る栄養価のすぐれていること9）26）も異論のないところ

である．

　著者は肝Glutamic　pyruvic　transaminase，　Glu・

tamic　oxalacetic　transaminase，　Arginaseならび

に尿素サイクル酵素の一つであるOrnithine　trans・

carbamylaseが，カゼインならびにラクトアルブミ

ンを蛋白源とした食餌蛋白の妙ならびに質的変化によ

り如何なる変化をうけるかを知るため，幼若ラットを

用いまず実験1ではカゼインを基礎蛋白とした種々の

蛋白レベルの上記酵素活性におよぼす影響を，実験皿

ではカゼイン，ラクトアルブミンならびにカゼインラ

クトアルブミン比を1；1と入乳化に近づけた食餌蛋

白の質的変換が上記肝酵素活性に如何なる影響をおよ

ぼすかを検討した．

実　験　方　法

　1）実験動物

　ウィスター系の体重60～70gの幼若雄ラットを使

用した．

　2）食餌組成

　実験1ではカゼインを蛋白源とし食餌蛋白含有量を

表1の如く0，10，20，40，60％とした．

　実験皿では蛋白質10％，20％，40％の各レベルに

おいてカゼイン，ラクトアルブミン比を130，1：1，

0；1とした．

　3）飼育方法

　各群ともまず基礎飼料（カゼイン20％を含む）を3

～4日間与えてから上記実験飼料を水とともに毎日食

べ残しのあるように充分量与え2週間飼育後殺して肝

臓をとり出し肝酵素活性の測定に供した．これに先立

ち最後の2日間の尿を採取し尿素を測定した．この間

動物飼育室をほぼ20。Cに保ち体重は隔日に測定し

た．

　4）肝酵素活性の測定

　ラットを断頭潟血後速かに肝臓をとり出し付着する

血液を濾紙で吸い取り肝重量を測定し直ちに正確にそ

の1gを5倍量の下冷生理食塩水にて60秒間，型の

如くホモジナイズしホモジネェートを作製して酵素活

性の測定に用いた．

　Ornithine　transcarbamylaseは氷野生理食塩水

にて10，000倍に希釈後Reichardの方法27）により測

定した．ただしアンモニアの定量にはConwayの微

量拡散法とネスラー法の組合せによらずConwayの

微量拡散法とインドフェノール法の組合せ8）により定

量した．湿肝臓g当りの生成アンモニア量（μM）を

unit　activityとした．

　Arginaseは氷冷生理食塩水にて1，000倍に希釈後，

芦田ら21）の方法で測定した．生成尿素の定量はEnge1

の方法6）によった．　湿肝臓g当りの生成尿素窒素量

（μg）をunit　activityとした．

　Glutamic　pyruvic　tranaminase（以下GPTと略

す）とGlutamic　oxalacetic　transaminase（以下

GOTと略す）は氷冷生理食塩水にて前者は1，000倍

に後者は3，000倍に希釈後，Reitman　and　Franke1
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の方法28）に従って測定しK：armen単位にて酵素活性

を表わし湿肝臓9当りの活性度をUnit　actiVityとし

た．

　各酵素活性とも肝窒素mg当りの活性をspecitic

activity全肝臓活性度をtotal　activityとして表わ

した．

　5）尿中尿素ならびに肝窒素量

　尿中尿素はEngelの方法6）により肝窒素量はmi・

krokieldah1法により測定した．

輿　験成績

　実験1
　1）1日当りの体重増加はカゼイン20％レベルで最

も良好で以後飼料カゼインの増量とともに下降傾向を

示した　（表2，図1）．

　肝重量は飼料カゼインの増量につれて増加する傾向

を示した（表2，図1）．各寸間の平均値の差の有意

性は図1に示した．

　肝窒素量も飼料カゼインの増量につれて増加した

（表2，図1）．各群間の平均値の差の有意性は図1に

示した．

　2）肝GPT；unit　activityの平均値はカゼイン

10，20，40，60％レベルでそれぞれ無蛋白群の1．6，

1．9，4．3，6．3倍であった．specifc　activityの平均

値は10，20，40，60％レベルでそれぞれ無蛋白群の

1．2，2．3，2．8，4．0倍を示した．total　activityの平

均値は10，20，40，60％レベルでそれぞれ無蛋白i群

の2．5，3．9，9．5，15．3倍であった（表2，図2）．

各群間の平均値の差の有意性は図2に示した．

　3）肝GOT；unit　activityの平均値はカゼイン

10，20，40，60％レベルでそれぞれ無蛋白群の1．4，

1．7，2．4，2．7倍であった．specific　activityの平均

値は10％と60％レベルでそれぞれ無蛋白群の1．1倍か

ら1．7倍の上昇を示した．total　activityの平均値は

表1実験食餌組成表

実 験　〔1〕 実 験　　〔皿〕

蛋白レベ・レ％1…　2・4・6・1 10 20 40

訳し」 工霜剣・∬皿眼髭面
カ　　ゼ　　イ　　ン

ラクトアルブミン（3）

トウモロコシ澱粉

シュ　ク　ロ　一　ス

　　大豆油　　4油（肝油　、

塩　　混　　合（1）

ビタミン混合（2）

塩　化　コ　リ　ン

　　10

52　46

35　31

20　40　60

40　28　16

27　19　11

8　　8　　8　　8　　8

4　　4　　4　　4　　4

0．85　0．85　0．85　0．850．85

0．150．150．150．150．15

10　　5　　一

一　　5　　10

46　46　46

31　31　31

8　　8　　8

4　　4　　4

0．85　0．85　0．85

0．150．150．15

20

黷
S
0
2
7

10　－

10　20

40　40

27　27

8　　8　　8

4　　4　　4

0．85　0，85　0．85

0．150．150．15

40　20　一
一　　20　40

28　28　28
19　19　19

8　　8　　8

4　　4　　4

0．85　0．85　0．85

0．150．150．15

（1）塩混合組成＊ （2）ビタミン混合組成

成 分 ％

CaCO3
CaHPO42H20
KH2PO4
NaCl

MgSO47H20
Fe（C6H507）・6H20

CuSO4・5H20

MnSO4・H20
ZnC1ガ

KI
（NH4）6Mo7C24・4H20

29．29

0．43

34．31

25．06

9．98

0．623

0．156

0．121

0．02

0．0005

0．0025

成 分 ％

チアミン塩酸塩

リボフラビン

ニコチン酸
パントテン酸カルシウム

ピリドキシン塩酸塩

メナジオン
ビ　オ　チ　ン

葉　　　　　酸

ビタミンB12

イノシトール
アスコルビン酸

乳　　　　　糖

　
　
　
　
　
　
　
　
2

9
9
4
5
9
6
1
2
0
6
8
1

5
5
9
3
2
0
0
0
0
7
8
5

0
0
7
2
0
0
0
0
0
1
5
5

0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

（3）ラクトアルブミン（東

　　京化成）のアミノ・酸分

　　析値は教室の畔田が

　　発表している．

　　十全会誌，70：256
　　（1964）参照

（4）餌1に対して水2／3を

　　加え練り餌として使

　　憂した．

米Harper　A．F．によ、る．

　J．Nutrition，68；405
　（1959）参照
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図1　実験〔1〕食餌蛋白（カゼイン）レベルの体重，肝重量および肝窒素量に及ぼす影響
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図2　実験〔1〕食餌蛋白（カゼイン）レベルの肝Glutamic　pyruvic　transaminase活性に及ぼす影響
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図3　実験〔1〕食餌蛋白（カゼイン）レ．ベルの肝Glutamic　oxalacetic　transaminase活性に及ぼす影響
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0，20，40，60％レベルでそれぞれ無蛋白群の2．3，

．6，5．6，6．7倍であった（表2，図3）．各群間の平

値の差の有意性は図3に示した．

4）肝Ornithine　transcarbamylase；unit　acti・

ityの平均値はカゼイン10，20，40，60％レベルで

れぞれ無蛋白群の1．6，2．1，2．2，2．4倍であった．

pecific　activityの平均値は10％，20％レベルでそ

ぞれ無蛋白群の1．4，1．6倍で，以後カゼインを増量

ても変動を示さなかった．total　activityの平均値

10，20，40，60％レベルでそれぞれ無蛋白群の2．5，

．2，5．0，5．7倍であった（表2，図4）．各群間の平

値の差の有意性は図4に示した，

5）肝Arginase；unit　activityの平均値は食餌

カゼイン10，20，40，60％レベルでそれぞれ無蛋白

の2．1，2．5，2．8，3．2倍であった．specific　acti・

ityの平均値は10％レベルで無蛋白群の1．6倍を示し

後飼料カゼインの増量とともにわずかに上昇し60％

ベルで無蛋白群の2倍を示した．total　activityの

均値は10，20，40，60％レベルでそれぞれ無蛋白

の3．2，4．8，6．1，7．7倍を示した（表2，図5）．

二間の平均値の差の有意性は図5に示した．

6）排泄尿素量と肝Ornithine　transcarbamylase

らびにArginaseの関係

肝Ornithine　transcarbamylaseのtotal　activity

排泄尿素量（mgN／日）に対してプロットすると図

の如く排泄尿素量が増加するにつれて活性度は上昇

た（表2）．排泄尿素量（mgN／日）を対数で表わ

た場合，図6の如き回帰直線が得られ相関係数r二

．970，回帰係数44．25でこの直線の回帰係数は明ら

に有意であった（P＜0．01）．

肝Arginaseのtotal　activityも図7の如く排泄

素量（mgN／日）が増すに従って活性度は上昇した

表2）．排泄尿素量（mgN／日）を対数で表わした場

，図7の如き回帰直線が得られ相関係数r＝0．951，

帰係数67．65でこの直線の回帰係数は明らかに有意

あった（P＜0．01）．

験1工

a）蛋白質10％レベル　（表3）

体重増加は∬群，皿群ともに1群に比し平均値は大

明らかな有意差（Pく0．01）を示したが，皿群と皿

では差を認めなかった．　　　、

肝重量は1群に比し丑群，七二ともに平均値は大で

らかな有意差を示した（Pく0．01）が，∬群と皿群

は有意差を認めなかった．

肝窒素量，排泄尿素量ともに各三間に有意な差を認

なかった．
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　肝GPTのtotal　activityは皿群の平均値が1群

よりも大で明らかに有意差（P＜0．01）を示したが，

皿群と1群では有意差はなかった．他の活性度のいず

れも各群間に差は認められない．

　肝GOTのtotal　activityは皿群が1群のやく1．3

倍であったが有意差とはいえない．他の活性度はいず

れも各群聞に差が認められない．

　肝Ornithine　transcarbamylaseのunit　activity

は1群に比し皿群，皿群ともに平均値は大で有意な差

を示した（Pく0．05）．specific　activityでは皿群は

1群よりも大で平均値の差は有意であり（Pく0．05），

また皿群も1群より大で平均値の差は明らかに有意で

あった（P＜0．01）．total　activityは∬群，皿群とも

に1群より大で平均値の差は明らかに有意（Pく0．01）

であった．いずれの活性度も皿群と皿群の間に有意差

はなかった．

　肝Arginaseのtotal　activityは皿群，皿群とも

に1群より大きいが有意差とはいえず他の活性度のい

ずれも各戸間に差を認めない．

　b）蛋白質20％レベル　（表4）

　体重増加，肝重量，肝窒素量，排泄尿素量には各群

間に有意差を認めない．

　またそれぞれの肝酵素活性はunit　activity，　spe・

citic　activity，　total　activityともに各群間に有意差

は認められない，

　c）蛋白質40％レベル　（表5）

　体重増加，肝重量，肝窒素量，排泄尿素量ともに各

群間に有意の差は認められない．

　またそれぞれの肝酵素活性はunit　activity，　spe・

cific　activity，　total　activityともに各群間に有意差

図4　実験〔1〕
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を認めない．

　d）排泄尿素量と肝Ornithine　transcarbamylase

ならびにArginase活性の関係

　10％から40％蛋白質レベルにおける各群の肝Orni・

thine　transcarbamylaseのtotal　activityを排泄

尿素量（mgN／日）の対数に対してフ。ロットすると図

8の如き回帰直線が得られた．1群は相関係数r＝

0．942，回帰係数45．02（Pく0．01），皿群は相関係数

r＝0．896，回帰係数20．40（P＜0．01），皿群は相関係

数r＝0．749，回帰係数19．89（P〈0．01）であった．

1群と皿群，1群と皿群の回帰係数の差はそれぞれ明

肝Ornithine　transcarbamylase活性と
図6　実験〔1〕肝Ornithine　transcarbamylase

　　　　　活性と排泄尿素量の関係
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らかに有意であった

（Pく0．01）．　同様に

肝ArginaseのtotaI

activityを排泄尿素量

（mgN／日）の対数に対

してプロットすると図

9の如き回帰直線が得

られた．1群は相関係

数　r＝0．791，回帰係

数62．3（P＜0．01），

皿群は相関係数r－0．

793，回帰係数37．0
（Pく0．01），　皿碧羊は置目

関係数r＝0．812，回帰

係数40．8（P＜0．01）

であった．1群と∬群

の回帰係数の差は有意

（Pく0．05）であったが

1群と二二の差は有意

でなかった．

考 察

　カゼインを蛋白源と

したラットの体重増加

は10～60％のうち20％

レベルで最も良く，こ

れに対し肝窒素量，肝

重量はカゼインの増量

に伴い増加した．これ

は芦田ら23）24）の成績と

ほぼ一致する，一方蛋

白源をカゼイン，ラク

トアルブミン，カゼイ

ン・ラクトアルブミン

混合（1：1）にして比

較すると10％蛋白レベ

ルではうクトアルブミ

ンならびにヵゼィン・

ラクトアルブミン混合

i群はカゼインi群に比し

体重増加は明らかに良

好で肝重量も体重増加

とほぼ一致した変動を

示すが，20％と40％

蛋白レベルでは3二間

に差をみなかった．

Hegstedら9）はSlope　ratio　assayによりうクトア

ルブミン，カゼインのrelative　potenごyをそれぞれ

10σ％，70％とし，　Osborneら26）も14．8％ラクト

アルブミンと，16．2％カゼインを11週間与えたラット

の体重増加はそれぞれ122gと105gで，ラットの成

長にはラクトアルブミンがまさると述べ，教室の畔

田12），清水31）も10％蛋白レベルにおけるラットの体重

増加はカゼイン・ラクトアルブミン混合（1：1）が

カゼインよりも良好であると述べている．ラットの体

重増加に対してはカゼイン蛋白は20％が至適レベルで

あり10％蛋白レベルではうクトアルブミンならびにカ

ゼイン・ラクトアルブミン混合がカゼインより有利で

あると思われる．

　食餌蛋白量と肝Arginaseの変動を検討した報告は

多い．Seifterら35）は無蛋白食ラットの肝Arginase

は減少し肝窒素量の喪失をはるかに凌駕するとし，

Rosenthalら30）はラットを2週間無蛋白にすると肝

蛋白量は43％失われtotal　Arginase活性は68％減

少し全肝臓蛋白量のそれを上廻ると述べている．一方

Miller　19）は低蛋白または無蛋白食ラットの肝Argi－

naseは肝臓蛋白量の減少と関連し蛋白質代謝におい

て動的非特異的な態度で関与すると述べ，百済11）や

Millman　20）も幼若ラットの無蛋白ならびに低蛋白食

における肝Arginase　g当りの活性度は比較的一定

に保たれたと報告している．著者の成績では20％蛋白

レベルを基準として無蛋白群を比較すると肝窒素量は

26％，肝Arginase活性は58％失われたことになり

SeifterやRosentha1の成績に近い．1939年Light・

bodyら13）は食餌中蛋白質含有量に応じてラット肝

Arginaseの変動することを示した．その後Man・

delstamら17）はラット肝Arginase活性が飼料蛋白

量の増加に応じて上昇し両町閥に直線的関係のあるこ

とを指摘し，芦田ら21）もラット肝Ar竃inase活性は

飼料蛋白含量の増加に伴い直線的に上昇の傾向を報告

しており，Schimke　32）もこれを認めている．一方百

済11）は高蛋白摂取により肝臓単位重量当りのArgi・

nase活性度はやや高いが，肝臓窒素当りの活性度に

はほとんど影響がないといっている．著者の成績では

unit　activity，　total　activityともに食餌蛋白量の増

加に応じて肝Arginaseは増加し，ほぼ直線に近い

関係を示した．specific　activityの変動は著明でな

かったが，60％蛋白レベルと10％蛋白レベルでは推計

学的に有意差を示し肝窒素量の変動を上廻る傾向を示

している．

　Arginase以外の尿素サイクル酵素と食餌蛋白量の

関係を検討した報告では，芦田ら1）のラット肝尿素サ
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132 正

イクル酵素活性度は飼料蛋白質レベルの増加につれて

上昇した成績があり，Schimke　32）もラット肝尿素サ

イクル酵素は飼料蛋白量にほぼ比例した活性度の上昇

を示すと述べている．著者の測定した肝Ornithine

tranSCarbamylaSe　は　unit　actiVity，　tOtal　actiVity

とも無蛋白食から60％カゼインレベルまで蛋白量の増

加につれて上昇を示したが，Specific　activityは20

％蛋白レベル以上ではほとんど変動を示さなかった．

20％蛋白レベルを基準として無蛋白群をみると出面素

量は28％，肝Omithine　transcarbamylase活性は

52％失われたことになり肝窒素量の喪失をはるかに上
　　　　　　　　セ　　　　　　　　　　　　　も
廻る成績を得た．Schimke　33）も7日間の無蛋白食ラ

ット肝Ornithine　transcarbamylaseの減少は肝蛋

白量の減少よりも大であると述べ，かかる食餌蛋白量

の差により異なる活性を示すラット肝Arginaseなら

びにOrnithine　transcarbamylaseのkinetic　pro・

pertyには全く差がみられない32）と述べている．

　飼料蛋白質の増加に伴い肝Arginase活性度の変

動することに対しMandelstamら17）は基質に対す

る直接的適応現象として説明している．食餌蛋白量の

増加に伴いアルギニンの取込みが多くなることは明ら

かであるが，Cruz℃oke　4），　Auerbach　2）らはアルギ

ニンを与えてもラット肝Arginase活性は影響されな

いとし，Schimke　34）も尿素サイクル酵素はオルニチ

ン，チトルリン，アルギニン，尿素を与えても変動し

ないと述べている．Mass　18），　Goriniら7）によれば

大腸菌で培養液からアルギニンを除くとOrnithine

transcabamylaseの生成は急速に増大するが，やが

て生成されたアルギニンにより低下しはじめるとい

う．Schimke　34）はラットにアルギニンを含まない食

餌を与えるとアルギニン生合成にたずさわる4つの酵

素活性度は2倍に上昇するが，Arginase活性ば変動

しないことを認め大腸菌にみられた卸商効果に類似し

ていると述べている．食餌蛋白量の増加に伴う肝Ar・

ginaseや他の尿素サイクル酵素の変動をたんに基質

に対する適応現象にすぎないと解すべきではないと思

われる．

　排泄尿素量と尿素サイクル酵素との関係について芦

田ら21）22）は摂取蛋白量を変えた場合Argipase活性は

排泄尿素量との間に比例的関係のあることを認め商者

の間の相関関係について回帰武Y＝102十399X，相

関係数r－0．99を求めている．その後芦田ら1）25）は

Arginase活性度と排泄尿素量はある範囲内で直線関

係が得られたが，すべてが一直線上には乗らなかった

としている．Schimke　32）も排泄尿素量と尿素サイク

ル酵素のtotal　activityの間に密接な相関の存在す

木

ることを認めている，著者のカゼイン0－60％レベル

における成績では排泄尿素量と肝Ar墓inaseならび

にOrnithine　transcarbamylaseのtotal　activity

との間に直線的な比例関係は認められなかったが，排

泄尿素量が増すにつれて両酵素活性の上昇することは

明らかであり，さらに排泄尿素量の対数との間には密

接な相関関係のあることが認められた．尿中尿素の起

源がすべてKrebsの尿素サイクルによって作られる

かどうかについては次のような論文がある．すなわち

Mi11erら3）は3’一Me　DAB投与ラットの灌流心は

アルギニンとアスパラギン酸からの尿素生成が正常ラ

ット肝のそれの50％以下であるのに対し炭酸アンモニ

ウムは両者とも同じ程度に尿素生成に利用されること

によりアンモニアからの尿素生成がKrebs・Henseleit

の尿素サイクル以外の経路によっても行なわれる可能

性を示唆している．一方桐山ら10）はカゼインにクエ

ン酸アンモニウムを加えて排泄尿素量を増加させた場

合にはラット肝Arginase活性は高まらないとし肝

Arginaseのtotal　activityの変化が尿素合成の必

要のみによって支配されるという単純なものではない

と述べている．著者の得た肝Arginase，　Omithine

transcarbamylaseのtotal　activityが排泄尿素量

と完全には平行しないとの成績とともにさらに今後の

検討を要する．

　蛋白質の質的変化と尿素サイクル酵素との関係につ

いて芦田ら1獅）はラット肝Arginaseのtotal　a　cti

vityは質のよい蛋白質を与えたものほど一定の排泄

尿素量に対し高い酵素活性を示したと報告し，また桐

山ら10）はアミノ酸混合物を用いたラットの実験で肝

Arginase活性は栄養価の低下とともに低下したが，

この場合のArginase活性の変化は尿素排泄量と逆

比例的であったと述べている．著者が実験11で得た成

績によれば10％一40％蛋白レベルでの排泄尿素：量の対

数に対する肝Ornithine　transcarbamylaseのtotal

activityの関係はラクトアルブミンならびにカゼイン

・ラクトアルブミン混合群の回帰係数とカゼイン群の

回帰係数の差は明らかに有意でありこの差は10％蛋白

レベルでのtotal　activityがラクトアルブミン，カゼ

イン・ラクトアルブミン混合群ともカゼイン群に比し

大きいことによるものと思われる．また肝Arginase

のtotal　activityと排泄尿素量の対数との関係をみ

るとカゼイン・ラクトアルブミン混合群とカゼイン群

の回帰係数の差は有意であり，またラクトアルブミン

群とカゼイン群の回帰係数には有意の差はみられな

い．いずれにしろ10％蛋白レベルでの排泄尿素量当り

の肝Ornithine　transcarbamylase，　Arginaseの
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total　activityはラクトアルブミンならびにカゼイン

・ラクトアルブミン混合群がカゼイン群に比し高いこ

とがうかがわれ，ある程度蛋白質の質の差を反映して

いるものと思われる．

　カゼインを蛋白源とした食餌蛋白レベルの変動によ

るラット肝transaminaseについて芦田ら23）は肝

GPT　g当りの活性度が10，25，40，60％蛋白レベル

で無蛋白群のそれぞれ4．1，6．7，8．0，12．5倍であ

り，肝GOT　g当りの活性度は60％蛋白レベルで無蛋

白群の1．7倍であり食餌蛋白レベルの増加につれ

て上昇すると述べ，Schimke　32）は50－60gの

ラット肝GPT　g当りの活性度が15％，60％蛋白レ

ベルでそれぞれ39．6，110であり，肝GOT　g当り

の活性度は102，209であり尿素サイクル酵素の動き

に類似していると述べている．Rosenら29）は肝GPT

g当りの活性度が18，35，50，75％蛋白レベルで無

蛋白群の1．8，2．4，4．1，7．5倍であ．り，肝GOTの

活性度は75％蛋白レベルでは無蛋白i群のそれより20％

上昇を示したと述べ，さらにGPTはこれ以外にcor・

ticosteroid投与，アロキサン糖尿，磯餓などにより

著明に上昇することからグルコネオゲネシスの規制因

子でありGPT上昇の意義をストレスに対する代謝性

反応と解している．Harperら37）も肝GOT　100g

体重当りの全活性度で0，11，25，50％カゼイン群は

それぞれ24，38，45，63であったと述べている．著者

の得た成績も食餌中カゼインレベルの増加とともに肝

GPT，GOT活性は上昇し，またGPTの変動はGOT
の増加を大きく上廻っていた．またいずれも肝窒素量

の動きをはるかに凌駕しており肝酵素蛋白自体の生成

を示すものと思われる．

　肝transaminase活性と食餌蛋白質の質的変化との

関連についての報告はみられない．著者の行なった実

験皿の成績によれば肝GPT　g当りの活性度はいずれ

の蛋白レベルでもカゼイン群とラクトアルブミンなら

びにカゼイン・ラクトアルブミン混合群との間には

有意の差はみられなかった．10％蛋白レベルのtotal

activityのみラクトアルブミン群はカゼイン群よりも

大で明らかな有意差を示すが，これは肝重量の差にも

とつくものである．さらに栄養価の低い蛋白質で検討

されるべきであろう．肝GOT活性度はすべての蛋白

レベルで3群間に差は認められなかった．著者の行な

った条件ではカゼインとラクトアルブミンのような蛋

白質の微妙な質的差を肝GPT，　GOTの動きから判

定することは無理であろう．

　　　　　　　　結　　　　論

　1）　ラット肝GPT，　GOT，　Ornithine　transcar・

bamylase，　Arginase活性度は食餌カゼインの増量と

ともに増加した．

　2）食餌カゼインの増量に伴う肝Ornithine　trans・

carbamylase，　Arginase全活性度と排泄尿素量（mg

Nノ日）の間には直線的な比例関係はみられなかった

が，排泄尿素量（mgN／日）の対数との間に相関関係

を認めた．

　3）10％蛋白レベルの食餌によるラットの体重増加

（g／日）は蛋白がラクトアルブミンならびにカゼイン

・ラクトアルブミン混合（1：1）の場合はカゼインよ

りも大で明らかな有意差を示した．

　4）10％蛋白レベルの食餌によるラット肝Orni・

thine　transcarbamylase活性度は蛋白がラクトアル

ブミンならびにカゼイン・ラクトアルブミン混合（1

：1）の場合カゼインよりも高く明らかな有意差を示

す．

　5）10％一40％蛋白レベルの食餌のラット肝Orni・

thine　transcarbamylase，　Arginase全活性度と排泄

尿素量（mgN／日）の対数との間にみられる回帰係数

は蛋白がカゼインとカゼイン・ラクトアルブミン混合

（1：1）により有意差を認める．10％一40％蛋白レベ

ルの肝Ornithine　transcarbamylase全活性度と排

泄尿素量（mgN／日）の対数との間にみられる回帰係

数はカゼインとラクトアルブミンとにより有意差を認

める．

　6）　ラット肝GPT，　GOT活性は食餌蛋白である

カゼイン，ラクトアルブミン，カゼイン・ラクトアル

ブミン混合（1：1）の如き質的な差違により影響され

がたい．

稿を終るにあたり終始御懇篤なる御指導と御校閲を賜わった恩

師佐川教授に厚く感謝の意を表します．また終始御指導と御謎謎

を戴いた谷ロ講師，統計学上の御教示を賜わった石崎有信教授な

らびに御協力戴いた教室員諸兄に感謝いたします．
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10%, 20%, and 40% of casein), lactalbumin group (three subgroups, 10%, 20%, and 40%
of lactalbumin) and casein-lactalbumin mixture group (three subgroups, 10%, 20%, and

40% of the mixture).

  Among three groups of 10% of dietary protein, OCT activity was the lowest in the

casein group. Its difference between the casein group and the other two groups was stati-

stically significant. In the groups of 20% and 40% of protein, OCT activity was approxi-

mately at the same levels.

  The regression coefficient between the logarithmic values of urinary urea N and the total

actvity of OCT and arginase was examined as to these three groups. The casein group
had a different regression coefficient from that of the mixxture group in statistical signi-

ficance.

  The regression coeffient between the logarithmic values of urinary urea N and the total

activity of OCT in the casein group was statistically different from the one in the lactal-

bumin group.
  Concerning the activities of GPT and GOT, there were no differences recognized in these

three groups. Accordingly the qualitative c})ange of dietary protein, not the concentration,

did not affect the activities of GPT and GOT in the liver.


